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研究要旨 

【目的】コロナ禍において，多くの教育機関で遠隔授業が導入された．しかし，柔道整復師養成教育に

おいては対面授業の重要性も高く，遠隔授業の適切な活用が求められる．そこで本研究は，遠隔授業の

現状と課題を明らかにし，適切な活用方法を提案することを目的とした． 

【方法】全国の柔道整復師養成施設を対象に，遠隔授業の実施状況，導入効果，課題等に関するアンケ

ート調査を実施した． 

【結果】有効回答は 71件（回収率 71.6%）であった．全体の 28.2%の養成施設で遠隔授業が実施されて

いた．遠隔授業は主に講義科目で導入され，実習科目での導入は限定的であった．分野別の導入率は，

基礎分野，専門基礎分野，専門分野の順であった．遠隔授業の教育効果は，「どちらとも言えない」とい

う回答が最も多かった． 

【考察】遠隔授業の導入が限定的な理由は，実技指導の難しさ，教員のスキル不足，教育の質保証等の

課題があるためと考えられた．遠隔授業の効果は教育分野によって差があり，専門基礎分野では効果が

高く，基礎分野と専門分野では対面指導の必要性が高いことが推察された．遠隔授業の適切な活用は，

柔道整復師養成教育の質向上に貢献する可能性がある．ただし，対面授業でしか得られない学びの機会

を損なわないよう配慮し，対面授業と遠隔授業を効果的に組み合わせ，学生にとって最適な学習環境を

構築することが重要である． 

 

キーワード： 遠隔授業，柔道整復師養成教育，教育効果，アンケート調査，ハイブリッド型授業 



2 

（Ⅱ-2） 

A. 研究目的 

新型コロナウイルス感染症の拡大により，文

部科学省及び厚生労働省からの通知を受け，

2020年度から 2022年度まで，各養成施設では

遠隔授業による代替え学習が許容された．また，

2022 年 5 月に教育未来創造会議において「デ

ジタル技術を駆使したハイブリッド型教育へ

の転換」1）が提言された．これを受けて，2022

年 9 月，医事課の要請により，公益社団法人全

国柔道整復学校協会（以下，柔整学校協会）と

東洋療法学校協会は，遠隔授業に関する合同検

討会を立ち上げて検討を重ね，医事課との調整

を図り 2023 年 4 月「「あん摩マッサージ指圧

師，はり師，きゅう師及び柔道整復師養成施設

における指定規則等の改正に関するＱ＆Ａ」の

一部改正」（以下，「Ｑ＆Ａ」）が発出され，遠

隔授業に関する 7項目が追記された．その内容

は，「対面授業に相当する教育効果を有するこ

と」「同時かつ双方向に行われるか，毎回の授

業に設問解答，添削指導，質疑応答等による指

導を併せ行うこと」「学生の修学に不利益が生

じないよう，適切に実施すること」等であった． 

コロナ禍で実施された遠隔教育は，関係法令

等にその定めもなく突発的に起きた情勢への

対応による遠隔授業の早計な導入の結果，学生

のモチベーション低下やコミュニケーション

不足等により，教育の質の低下が指摘された 2）．

一方で，遠隔授業のメリットは，時間や場所の

制約を受けず，繰り返し学習できる等の学習機

会の拡大 3）が報告されている．二連木ら 4）は，

柔道整復師養成課程において，柔道整復師以外

に複数資格の取得を謳う大学では，必要な取得

単位数が増大するため，特に複数資格取得を目

指す学生の負担軽減を目的としてハイブリッ

ド型教育の導入を提言した．しかしながら，他

の専門学校を含む養成施設全般で，遠隔授業が

どの程度活用されているかの実態は不明であ

る． 

これらの経緯から，遠隔授業の在り方と教育

の質低下を防ぐための適切な遠隔授業の活用

方法等を整理することを目的とし，あん摩マッ

サージ指圧師，はり師，きゅう師，柔道整復師，

診療放射線技師，臨床検査技師，臨床工学技士

の各職種で職種毎の特殊性を踏まえた上で，横

断的な課題の検討や，統一的な定義や在り方等

について，各職種の学校協会や職能団体ととも

に整理することとなった． 

そこで本研究の目的は，柔道整復師養成教育

における遠隔授業の現状を把握し，適切な活用

方法を提案することとした．具体的には，全国

の柔道整復師養成施設を対象に，遠隔授業の実

施状況，導入効果，課題等に関する実態調査を

実施した．その調査結果を分析し，柔道整復師

養成教育における効果的な遠隔授業の活用方

法を，教育効果の最大化と教育の質保証の観点

から定義・提案した．本研究の成果は，柔道整

復師養成教育における指定規則等の見直しの

ための基礎情報として，次期改正が現状を踏ま

えたものとなるように活用されることを見込

んでいる． 

 

B．研究方法  

1．柔道整復師養成における遠隔教育の実態調

査 

調査対象は，全国の柔道整復師養成課程を有

する全ての大学，短期大学，専門学校 102校と

し，2024年度に在籍する全学年，及び開講され

ている全科目を調査範囲とした．回答者は，各

養成施設の柔道整復師を養成する学科の学科

長とし，複数の学科やコースを設置している施

設については，学科やコース毎に回答を依頼し

た． 

調査期間は，2024年 9月 17 日から 10月 31

日までとし，Google フォームを用いたオンラ

インアンケート調査を実施した．調査の依頼は，

調査依頼状を柔整学校協会の会員校（43 校）

には電子メールで送信し，その他の養成施設

（59 校）には学科長宛に郵送した．調査依頼

状には，本研究が令和 6年度厚生労働科学研究

費補助金（地域医療基盤開発推進研究事業）「医

療関係職種の養成教育における課題解決に資

する研究（24IA1801）」の研究の一環として実

施される旨を明記し，研究の趣旨と目的につい

て説明した． 

アンケート調査票の具体的な質問項目は，図

1に示した．また，本研究で用いる遠隔授業に

関連する主要な用語の定義は表 1に示した． 

収集したデータは，まず各質問項目について

単純集計を行い，各養成施設における遠隔授業

の実施状況，活用形態，課題等の実態を把握し

た． 
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2．遠隔授業の好事例収集 

遠隔教育の実態調査にあわせて，遠隔授業の

好事例の提供の可否について質問した．好事例

については，提供可の回答があった養成施設を

対象とし，実態調査とは別に，図 2に示す好事

例の内容調査を，Google フォームを用いて実

施した．好事例は，教員個人の取り組みと組織

的な取り組みに分けて調査した． 

 

3．「柔道整復師養成教育における適切な遠隔

授業の活用方法」の作成 

 アンケート調査の結果を分析し，「Ｑ＆Ａ」

の遠隔授業の内容と好事例を踏まえて著者ら

が原案を作成し，柔整学校協会の意見を反映後，

日本柔道整復師会及び全国柔道整復師統合協

議会（以下，柔整職能団体）の意見を統合して

作成した． 

 

4．倫理的配慮 

調査対象者には，調査依頼状にて研究の目的，

方法，データの取り扱いについて十分に説明し，

調査への協力は任意であることを明記した． 

本研究では，調査への参加，不参加によって

回答者にいかなる不利益も生じず，調査内容は，

教育に関する一般的な意見聴取を目的として

おり，回答者の精神的・肉体的健康に悪影響を

及ぼす可能性のある質問や，プライバシーを侵

害するような質問は一切含まれていない．これ

らのことから，人を対象とする生命科学・医学

系研究に関する倫理指針（令和 5 年文部科学

省，厚生労働省，経済産業省）が規定する「侵

襲を伴わない研究であって介入を行わない」こ

とに加えて，個人情報を含まないことから倫理

審査は不要であると本学倫理審査委員会に判

断された． 

 

C. 研究結果 

1．柔道整復師養成における遠隔教育の実態

調査 

1）有効回答と属性 

有効回答は 71件（回収率 70.6%）であっ

た．回答のあった養成施設のうち，3年制の

専門学校が 62件（87.3%），4年制大学が 8件

（11.3%），3年制の短期大学が 1件（1.4%）

であった． 

2）学科・コースの現状（令和６年度の遠隔

教育の実施状況） 

遠隔教育を実施している施設は 20施設

（28.2%）であった．遠隔授業を実施している

授業の割合は，20施設中「2割未満」が最も

多く 16件（80.0%）であった．分野別では，

基礎分野で 15件（75.0%），基礎専門分野で

16件（80.0%），専門分野で 16件（80.0%）で

あった．遠隔教育の導入にあたり，追加準備

が必要であった設備について（複数回答可），

「周辺機器（マイク，カメラ等）」が 15件

（75.0%）で最も多く，次いで「インターネッ

ト環境」が 13件（65.0%）であった．その他

は，Microsoft Office 365，学習管理システ

ム，WEB会議システム等が挙げられた． 

3）遠隔教育を最も実施している授業科目の

実態 

教育内容の分野は，「基礎分野」と「専門基

礎分野」がそれぞれ 8 件（40.0%）で最も多

く，次いで「専門分野」4件（20.0%）であっ

た（図 3-a）．授業科目は，「講義科目」が 19

件（95.0%）と大半を占めた．遠隔教育の形式

は，同時（リアル）配信型，オンデマンド

型，ハイブリッド型，ハイフレックス型，対

面＋オンデマンド型のいずれにおいても，「実

施していない」という回答が最も多かった．

その他には，反転授業，実技のデモンストレ

ーションをオンデマンドで配信等が挙げられ

た． 

教育の質の観点から，遠隔教育導入による

影響について尋ねたところ，学生の授業内容

の理解度，反復学習，学生とのコミュニケー

ション，学生の学習意欲，教育の機会均等の

いずれについても，「どちらとも言えない」と

いう回答が最も多かった．その他には，学び

直しの社会人にとっては，通学時間等から解

放され，学びに集中できるという意見があっ

た． 

学生の学習成果の評価方法について（複数

回答可），「対面試験（論述・口頭・客観試

験）」が 16件（80.0%）と最も多く，次いで

「レポート提出」が 9 件（45.0%）であった． 

次年度以降もこの授業をオンラインでの実

施が良いと思うかについて，「そう思う」が 6

件（30.0%）であったが，「思わない」も 5件

（25.0%）あった．この授業以外にもオンライ

ン授業を増やすべきかについては，「思わな
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い」が 9件（45.0%）と最も多く，オンライン

授業の拡大には慎重な意見が多かった． 

4）これまでに遠隔教育を実施し，学生の習

得度に最も効果的であったと感じている授業

科目の実態 

遠隔教育が最も効果的であったと感じてい

る教育内容の分野は，「専門基礎分野」が 10

件（50.0%）と最も多く，次いで「基礎分野」

6件（30.0%），「専門分野」4件（20.0%）であ

った（図 3-b）． 

授業科目は，「講義科目」が 19件（95.0%）

と大半を占めた．遠隔教育の形式は，同時

（リアル）配信型，オンデマンド型，ハイブ

リッド型，ハイフレックス型，対面＋オンデ

マンド型のいずれにおいても，「実施していな

い」という回答が最も多かった．その他に

は，反転授業等が挙げられた． 

教育の質の観点から，遠隔教育導入による

影響について，学生の授業内容の理解度，反

復学習，学生とのコミュニケーション，学生

の学習意欲，教育の機会均等のいずれについ

ても，「どちらとも言えない」という回答が最

も多かった． 

学生の学習成果の評価方法について（複数

回答可），「対面試験（論述・口頭・客観試

験）」が 16件（80.0%）と最も多く，次いで

「レポート提出」が 3 件（15.0%）であった． 

次年度以降もこの授業をオンラインでの実

施が良いと思うかについて，「思わない」が 6

件（30.0%）と最も多かった．この授業以外に

もオンライン授業を増やすべきかについて，

「思わない」が 7件（35.0%）と最も多く，オ

ンライン授業の拡大には慎重な意見が多かっ

た． 

 

2．遠隔授業の好事例 

 遠隔授業の好事例を提供可と回答したのは

5校で，このうち 3校から好事例の内容につ

いて提供があった． 

1）教員個人の取り組み事例 

A専門学校(夜間部) 

・授業科目：解剖学，生理学，柔道整復理

論，関係法規 

・対象学年：3年生 

・概要：対面授業と遠隔授業を組み合わせた

ハイブリッド形式で授業を実施．遠隔授業で

は，オンデマンド型を採用し，学生は自分の

ペースで学習を進めることが可能 

・工夫点： 

- 学生の理解度に合わせて，動画教材の視

聴速度を調整できるよう，倍速再生機能を導

入 

- 授業内容に関する質問は，オンライン掲

示板で受け付け，教員が個別に回答 

- 定期的にオンラインでの面談を実施し，

学生の学習状況や進路に関する相談に対応 

・成果・効果： 

- 学生の学習意欲の向上 

- 理解度の深化 

- 通学時間の削減による学習時間の確保 

・課題： 

- 学生間でのコミュニケーション不足 

- 実技指導の難しさ 

2）組織的な取り組み好事例 

①B大学 

・授業科目：全科目 

・対象学年：全学年（1～4年） 

・概要：メディア授業期間を設け，オンデマ

ンド型の遠隔授業を実施．学内 LMSを活用

し，学生はいつでもどこでも授業を受講可能 

・工夫点： 

- 教員研修を充実させ，質の高い教材作成

を支援 

- オンラインでのグループワークやディス

カッションを導入し，学生間の交流を促進 

- 授業評価アンケートを実施し，学生から

のフィードバックを授業改善に活用 

・成果・効果： 

- 学生の学習満足度の向上 

- 教員の ICT活用能力の向上 

- 教育の質の均一化 

・課題： 

- システムの維持管理コスト 

- 学生の自己管理能力への依存 

②C専門学校 

・授業科目：専門基礎科目，専門科目 

・対象学年：1～3年生 

・概要：対面授業を基本としつつ，遠隔授業

を効果的に活用．遠隔授業は，リアル配信型

とオンデマンド型を併用し，学生の多様なニ

ーズに対応 

・工夫点： 
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- リアル配信型授業では，チャット機能を活

用し，学生からの質問にリアルタイムで対応 

- オンデマンド教材は，短く分割して配信

し，集中力を維持しやすいよう工夫 

- 教員同士が授業計画や教材を共有し，相互

に協力することで質の高い授業を提供 

・成果・効果： 

- 学生の学習成果の向上 

- 教員間の連携強化 

- 授業準備の効率化 

・課題： 

- ライブ授業における通信環境の整備 

- 学生のデジタルデバイドへの対応 

 

3．「柔道整復師養成教育における適切な遠隔

授業の活用方法」 

 アンケート調査により実態を調査，分析

し，現状を把握した上で，遠隔授業の活用方

法の素案を作成した．素案に対し，柔整学校

協会からは，対面授業の位置づけについて，

対面授業を「原則とする」から「重視する」

に変更するよう提案があった．職能団体から

は，対面授業の重要性を再認識しながら遠隔

授業の効果的な活用を行うことに対する賛同

と，教員の資質向上や，患者の視点を取り入

れたコミュニケーション教育への取り組みを

推進すべき等の意見があった． 

これらの意見とアンケート結果及び好事例

を踏まえて，「柔道整復師養成教育における適

切な遠隔授業の活用方法」について検討し

た． 

 

D. 考察  

1．実態調査結果について 

 本研究は，全国の柔道整復師養成施設におけ

る，遠隔授業の実施状況，導入効果，課題等を

明らかにした．令和 6年度において遠隔授業を

実施している施設は全体の 28.2%で，実施して

いる場合でもその割合は 2 割未満の施設が最

も多かった．遠隔授業は主に講義科目で導入さ

れており，実習科目での導入は限定的であった．

また，遠隔授業導入にあたり，多くの施設が指

導者用 PC 等の設備投資を行っていた．遠隔授

業の形式としては，同時配信型やオンデマンド

型等様々な形態が試みられていたが，いずれも

「実施していない」という回答が最も多く，遠

隔授業は十分に浸透していないことが示され

た．さらに，遠隔授業の教育効果や次年度以降

の実施意向については「どちらとも言えない」

や「思わない」という回答が多く，慎重な意見

が目立った．このように，アンケート結果では，

遠隔授業の導入と活用が，実技指導の困難さ，

教員の遠隔授業に対する意識やスキル，教育の

質保証の観点からの環境整備等，複数の課題を

抱えており，十分な活用には至っていない現状

が示された． 

遠隔授業の導入が限定的である要因は，遠隔

授業の教育効果に対する評価が定まっていな

い 2,5）こと，加えて実習科目の実施の難しさ 6）

が考えられる．柔道整復師の養成においては，

徒手整復法，固定法や手技療法の実践的な技術

の習得が不可欠であり，これまで対面での実技

指導が重視されてきた．遠隔教育でこれらの技

術を効果的に教育する方法は未だ確立されて

おらず 7），これらが実習科目における遠隔授業

の導入を躊躇させる要因になっていると考え

られた． 

教育内容を分野別でみると，遠隔教育の実施

状況と，教員が感じるその効果に差を認めた．

具体的には，遠隔教育の実施件数では「基礎分

野」と「専門基礎分野」が同率で最多である一

方，効果の認識においては「専門基礎分野」が

最も高かった．このことは，分野によって遠隔

授業の適性に差があるという可能性を示唆し

ている． 

「基礎分野」における遠隔授業は，実施件数

では最多であるが，効果認識では「専門基礎分

野」に次ぐことから，効果が実感されなかった

科目があった可能性が示唆される．基礎分野は，

学生が初めて触れる専門知識であるため，対面

で理解度の丁寧かつこまめな確認がより重要

であると考えられる．これに対し，「専門基礎

分野」は実施件数，効果認識ともに高かった．

ある程度の基礎知識を前提として，理論的な理

解を深めるような専門基礎分野の科目では，遠

隔教育を効果的に活用できる可能性が高いと

考えられた．また，「専門分野」は実施件数，

効果認識ともに他の分野と比べて低かった．こ

れは，専門分野の教育内容，特に実技習得には

対面での指導が不可欠なため，遠隔授業の活用

が難しい現状が示されていると考えられた．服

部ら 8）は，実技習得は遠隔授業では限界があ
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り，対面授業あるいは対面授業と遠隔授業のハ

イブリッド型に依存せざるを得ないと報告し

た．しかし，遠隔教育を補助的に活用すること

で，学習効果を高める可能性は否定できない．

今後，模範実技や手技のデモンストレーション

動画等の作成，教育の質の向上に対する費用対

効果を勘案しつつ，仮想現実（VR）や拡張現実

（AR）技術を活用したシミュレーション教育や

遠隔での実技指導を可能とするシステムの開

発等，実習科目における効果的かつ持続可能な

遠隔授業の活用方法を検討すべきである．また，

実技を伴う遠隔授業が教育の質を担保できる

かを評価するための検証も同時に必要 9）であ

る． 

遠隔授業の効果について，学生の理解度や学

習意欲，教員と学生間のコミュニケーション等

に対して「どちらとも言えない」と回答してい

ることは，遠隔授業の効果を実感できていない，

あるいは評価が難しいと感じていることを示

していると考えられる．柔道整復師養成教育で

は，教員と学生間の密接なコミュニケーション

を通じて，技術だけでなく医療人としての倫理

観や責任感を育むことが重要 10）である．遠隔

授業においても対面授業と同等の教育効果を

保証するためには，オンライン上での双方向的

なコミュニケーションを促進するツールの活

用や学生の学習状況をきめ細かく把握し，個別

にフィードバックを行う仕組みの構築等，教育

方法の工夫が求められる．今後は，学習成果に

与える影響について対面授業と遠隔授業とを

比較検討する等，エビデンスに基づく遠隔授業

の活用方法の確立が求められる． 

さらに，教員の意識とスキルの観点から，遠

隔授業の拡大に慎重な意見が多かったことは，

教員自身の遠隔授業に対する不安や抵抗感，IT

リテラシーの問題が存在する可能性 2,11）があ

る．遠隔授業を効果的に実施するためには，教

員が遠隔授業の特性を理解し，オンライン環境

に適した指導方法を習得する必要がある．単な

る対面授業のオンライン化ではなく，遠隔授業

の反復学習の容易さや個別学習への対応とい

った特性 12）を活かした教育方法の開発と実践

が求められる．そのためには，教員向けの研修

プログラムの充実や先進的な取り組みを行っ

ている施設間の情報共有の促進等，組織的な支

援体制の構築を前提に，教員の意識改革とスキ

ルアップに取り組む必要があると考えられる． 

本研究は，柔道整復師養成教育における遠隔

授業の現状と課題を明らかにし，今後の活用方

法を検討する上で重要な示唆を与えるもので

あった．しかしながら，本研究の限界として，

回答施設に偏りがある可能性や一時点におけ

る調査であるため経年的な変化を捉えられて

いない点が挙げられる．今後は，定期的な調査

の実施により，遠隔授業の活用実態をより詳細

に把握するとともに，教育効果や学生の満足度

に関する縦断的な研究を通じ，エビデンスに基

づく遠隔授業の活用方法を確立していくこと

が求められる． 

 

2．遠隔授業の好事例 

 今回の好事例から，遠隔授業は，対面授業で

は実現できない学習機会の提供を可能にする

が，遠隔授業を効果的に活用するためには，以

下の点を考慮することが望ましいと考えた． 

・学生の学習状況やニーズを把握し，適切な授

業形態や教材を選択・開発すること． 

・対面授業と遠隔授業をそれぞれのメリット

を活かしてベストミックスさせること． 

・教員研修を充実させ，ICT活用能力の向上を

図ること． 

・学生間および教員間でのコミュニケーショ

ンを促進すること． 

・定期的な評価を行い，授業改善を継続的に行

うこと． 

 

3．「柔道整復師養成教育における適切な遠隔

授業の活用方法」の提案について 

1)職能団体との連携 

医療の高度化・専門化に伴い，医療職種全体

において卒前教育と卒後教育のシームレスな

接続の重要性が指摘されている 13,14）．これは，

医療者が生涯にわたって継続的に専門性を向

上させ，質の高い医療を提供し続けるために不

可欠な要素である．柔道整復師養成教育におい

ては，近年，施術内容の多様化やエビデンスに

基づく施術への要請が高まる中で，学習内容全

体に占める骨折や脱臼の割合が高く，国家試験

合格を主眼とした卒前教育と臨床現場の業務

内容との乖離が顕著になっているという課題

がある．この課題を解決し，シームレスな教育

システムを構築するためには，卒前教育のカリ
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キュラムが臨床現場のニーズを的確に反映し，

実践で求められる知識・技術を習得できる内容

であることが求められる．この点において，臨

床現場のニーズを深く理解し，医療者と業務の

質の維持・向上に責任を持つ職能団体の役割は

極めて大きい．柔道整復師の職能団体は，医療

の質担保に対する責任を負い，卒後教育プログ

ラムの企画・運営を担っている 15)．そのため，

職能団体と柔整学校協会が緊密に連携し，教育

内容について合意を形成することが不可欠で

ある．このように，両者が協力して教育内容を

検討するプロセスは，卒前教育と卒後教育のシ

ームレスな接続を促進し，教育の質を担保・向

上させる上で極めて有効と考えられる． 

2）実態調査結果の検討 

遠隔授業導入の課題として，周辺機器やイン

ターネット環境の整備，学生のデジタルデバイ

ドへの対応，学生間のコミュニケーション不足，

実技指導の難しさ，学習意欲の維持，適切な評

価方法の確立などが挙げられた．これらの課題

は，遠隔授業の質を担保し，効果的な学習を実

現するために対策が欠かせない．その対策とし

て，まず，対面授業の重視と遠隔授業の適切な

組み合わせが挙げられる．柔道整復師養成教育

においては，実践的な治療技術やコミュニケー

ション能力の習得が不可欠であり，そのために

は対面授業が重要である．遠隔授業は，対面授

業を補完する形での活用が適切であり，特に講

義形式の授業 8），反転授業 16），補習などで効果

を発揮すると考えられる． 

次に，分野特性に合わせた遠隔授業モデルの

選択が求められる．基礎分野，専門基礎分野，

専門分野それぞれの特性に応じて，適切な遠隔

授業モデルを選択する必要がある．例えば，基

礎分野では知識の定着を目的としたオンデマ

ンド型の活用，専門基礎分野では理解度向上を

目指したハイブリッド型，専門分野では実技指

導を補完する形での限定的な活用などが考え

られた．また，遠隔授業の質向上に向けた工夫

として，調査結果から，遠隔授業の効果を高め

るためには，学生の理解度確認と質疑応答，コ

ミュニケーション不足への対応，学習意欲の維

持，適切な評価が重要であることが示された． 

3）好事例の検討 

本研究で収集された好事例では，教員個人の

取り組みにおいて，ハイブリッド型授業におい

て，オンデマンド教材の倍速再生機能やオンラ

イン掲示板を活用し，学生の理解度向上と学習

意欲の維持に成功している．この事例は，学生

の個別ニーズに対応した柔軟な学習環境の提

供が重要であることを示していると考えられ

た．また，組織的な取り組みとして，B大学の

事例では，全学的な取り組みとしてオンデマン

ド型授業を実施し，教員研修や学生間交流の促

進により，教育の質を均一化している．C専門

学校の事例では，リアル配信型とオンデマンド

型を併用し，学生の多様なニーズに対応してい

る．これらの事例は，組織的な支援体制の構築

と教員の ICT活用能力の向上が，遠隔授業の成

功に不可欠であることを示している． 

これらのことから，柔道整復師養成教育にお

ける適切な遠隔授業の活用は，対面授業を重視

しつつ，その補完として，分野特性や学生のニ

ーズに合わせて，効果的に導入することが重要

である．そのためには，適切な遠隔授業モデル

の選択，遠隔授業の質向上に向けた工夫，教員

の ICT活用能力の向上，組織的な支援体制の構

築が不可欠である．これらの点を踏まえた具体

的な指針として，「柔道整復師養成教育におけ

る適切な遠隔授業の活用の仕方」(図 4)を提案

する．さらに，研究結果を踏まえつつ，包括的

な議論を経て，この提案の中核となる「対面授

業と遠隔授業をそれぞれのメリットを活かし

てベストミックスした場合に得られるシナジ

ー効果」を，学生及び教員の両視点からまとめ

たので参考として付記する(図 5)． 

 

E．結論 

本研究は，全国の柔道整復師養成施設を対象

とした調査に基づき，柔道整復師養成教育にお

ける遠隔授業の現状と課題を明らかにし，その

適切な活用方法を検討した． 

調査の結果，令和 6年度現在，遠隔授業を導

入している養成施設は約 3割にとどまり，その

多くが一部の講義科目に限定した導入である

ことが明らかになった．特に，柔道整復師に不

可欠な実践的技術の習得が求められる専門分

野の実習科目においては，遠隔授業の導入は極

めて限定的であった．これは，実技指導の難し

さ，教員のスキルや意識，教育の質保証といっ

た課題が存在するためと考えられた．一方で，

遠隔授業は分野によって有効性に差がみられ，
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特に専門基礎分野においては，反復学習の容易

さ等から一定の効果が期待できる可能性が示

唆された．また，好事例からは，オンデマンド

型教材の活用やハイブリッド型授業の実施な

ど，対面授業を補完する形での工夫により，学

習効果を高めようとする取り組みがみられた． 

以上の結果から，柔道整復師養成教育におい

ては，実践的な技術や豊かな人間性，コミュニ

ケーション能力を涵養する上で，対面授業が極

めて重要であると結論付けられる．遠隔授業は

対面授業に完全に代替しうるものではなく，そ

の特性を理解した上で，対面授業を補完するツ

ールとして限定的かつ効果的に活用すべきで

ある．具体的には，対面授業を重視しつつ，講

義形式の科目や知識の反復学習，補習等におい

て，オンデマンド型やハイブリッド型といった

形式を適切に組み合わせる「ベストミックス」

が，教育の質を維持・向上させる上で有効な方

策と考えられた． 

本研究で提案した「柔道整復師養成教育にお

ける適切な遠隔授業の活用方法」は，対面授業

の重要性を再認識した上で，遠隔授業のメリッ

トを最大限に活かすための具体的な指針を示

すものである．今後，遠隔授業を効果的に活用

していくためには，教育効果の継続的な検証，

実技指導における新たな技術（VR/AR等）の活

用可能性の検討，教員の ICTスキル向上のため

の組織的な支援，そして学生の主体的な学びを

促す教育方法の開発が不可欠である． 

本研究の知見と提案が，今後の柔道整復師養

成教育における指定規則等の改正に向けた議

論の基礎資料となり，教育の質向上に貢献する

ことを期待する． 

 

本論文に関連し，開示すべき利益相反はない． 
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F. 健康危険情報 なし  

G. 研究発表  

1. 論文発表 

1）二連木 巧, 伊藤 譲, 大石 有希子, 祁答

院 隼人, 佐藤 裕二, 増田 大聖, 杉澤 

舜：複数資格取得を標榜する柔道整復師養

成大学におけるハイブリッド型教育の導入

に関する課題の検討．柔道整復接骨医学．

2025.34(1). ［2025 年 5月 28日現在早期

公開中］ 

2）伊藤 譲，二連木 巧，祁答院 隼人，服部 

辰広：柔道整復師養成教育における遠隔授

業の活用に関する研究（第 1報）：全国養

成施設アンケート調査に基づく実態調査．

柔道整復接骨医学．in press 

2. 学会発表 

1）二連木 巧, 伊藤 譲, 大石 有希子, 祁答

院 隼人, 佐藤 裕二, 増田 大聖, 杉澤 舜, 

樽本 修和：柔道整復師養成大学における複

数資格取得に向けたハイブリッド型教育推

進のための授業形態の調査(会議録)．医学

教育 55巻 Suppl. Page363(2024.07) 

2）二連木 巧, 伊藤 譲, 大石 有希子, 祁答

院 隼人, 佐藤 裕二, 増田 大聖, 杉澤 

舜：柔道整復師を養成する大学における複

数資格取得に向けたハイブリッド型教育の

導入に関する課題の検討(会議録)．日本柔

道整復接骨医学会学術大会プログラム・抄

録集 33回 Page66(2024.11) 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 (予定を含

む)  

1. 特許取得 なし  

2. 実用新案登録 なし  

3. その他 なし  
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１．属性情報について （計 2問） 

設問 1-1:ご施設にあてはまるものを選択ください．（単一選択） 

a) 施設形態 

①4 年制大学 ②4 年制専門 ③3 年制短大 ④3 年制専門 ⑦その他（記述） 

b) 受験資格 

①文部科学大臣の指定校（法第 12 条 1 号） ②厚生労働大臣の指定校（法第 12 条 1 号） 

 

２．貴学科・コースの現状について（計 5問） 

設問 2-1：貴学科・コースの学生全体のカリキュラムにおいて，今年度の遠隔教育はどの程度実施しています

か．（単一選択） 

1. 全ての授業科目 2. 8 割以上の授業科目 3. 5 割以上の授業科目で 4. 2 割以上の授業科目 5. 2 割未満

の授業科目 6. 今年度の実施なし 

※設問 2-1 で，「6. 今年度の実施なし」の回答者への質問は以上となります． 

設問 2-2：貴学科・コースの学生全体のカリキュラムにおいて，分野ごとでみた場合の遠隔教育の実施の割合

を教えてください．（単一選択） 

a)基礎分野 （①10 割，②8 割以上，③5 割以上，④2 割以上，⑤2 割未満） 

b)基礎専門分野 （①10 割，②8 割以上，③5 割以上，④2 割以上，⑤2 割未満） 

c)専門分野 （①10 割，②8 割以上，③5 割以上，④2 割以上，⑤2 割未満） 

設問 2-3：貴学科・コースで導入にあたり，追加準備が必要であった設備は何ですか．（複数回答可） 

1. パソコンやタブレット（指導者用） 2. パソコンやタブレット（学生用） 3. 周辺機材（マイク，カメラ

など） 4. インターネット環境 5. 学科・コースとしては特になし 6. その他（記述） 

 

３．遠隔教育を最も実施している（主にオンラインで実施している）授業科目の実態について（計 15問） ※

貴学科・コースのカリキュラムから１つを選択して回答ください． 

設問 3-1：教育内容の分野を教えてください．（単一選択） 

1．基礎分野  2．専門基礎分野  3．専門分野 

設問 3-2：授業科目を教えてください．（単一選択） 

1．講義科目  2．演習科目  3．実習（実技）科目 4．課程外の科目  5．その他（記述）  

設問 3-3：遠隔教育の形式を教えてください．（単一選択） 

ａ) 同時（リアル）配信型 

 （①授業のすべて ②授業の 7 割以上 ③授業の 5 割以上 7 割未満 ④授業の 3 割以上 5 割未満  ⑤授業

の１割以上 3 割未満 ⑥1 割未満 ⑦実施していない） 

ｂ) オンデマンド型 

 （①授業のすべて ②授業の 7 割以上 ③授業の 5 割以上 7 割未満 ④授業の 3 割以上 5 割未満  ⑤授業

の１割以上 3 割未満 ⑥1 割未満 ⑦実施していない） 

ｃ) ハイブリッド（ブレンド）型 

 （①授業のすべて ②授業の 7 割以上 ③授業の 5 割以上 7 割未満 ④授業の 3 割以上 5 割未満  ⑤授業

の１割以上 3 割未満 ⑥1 割未満 ⑦実施していない） 

ｄ) ハイフレックス型  

 （①授業のすべて ②授業の 7 割以上 ③授業の 5 割以上 7 割未満 ④授業の 3 割以上 5 割未満  ⑤授業

の１割以上 3 割未満 ⑥1 割未満 ⑦実施していない） 

ｅ) 対面＋オンデマンド  

 （①授業のすべて ②授業の 7 割以上 ③授業の 5 割以上 7 割未満 ④授業の 3 割以上 5 割未満  ⑤授業

の１割以上 3 割未満 ⑥1 割未満 ⑦実施していない） 

ｆ) その他（記述） 

設問 3-4：教育の質の観点から，当該授業科目において遠隔教育を導入することでの適否意見を以下の視点で

教えてください．（単一選択※ｆのみ記述） 

ａ) 学生の授業内容の理解度への影響 

（①良い ②少し良い ③どちらとも言えない ④少し悪い ⑤悪い） 

ｂ) 反復学習への影響 

（①良い ②少し良い ③どちらとも言えない ④少し悪い ⑤悪い） 

ｃ) 学生とのコミュニケーションによる影響 

（①良い ②少し良い ③どちらとも言えない ④少し悪い ⑤悪い） 

ｄ) 学生の学習意欲による影響 

（①良い ②少し良い ③どちらとも言えない ④少し悪い ⑤悪い） 

ｅ) 教育の機会均等への影響 

（①良い ②少し良い ③どちらとも言えない ④少し悪い ⑤悪い） 
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ｆ) その他（記述：任意） 

設問 3-5：学生の学習成果をどのように評価していますか．（複数回答可） 

1．対面試験（論述・口頭・客観試験）  2．オンライン試験（論述・口頭・客観試験） 3．レポート提出  4．

実地（実技）試験  5．その他（記述） 

設問 3-6：この授業は次年度以降もオンラインでの実施が良いと思いますか．（単一選択） 

1.そう思う  2.ややそう思う 3.どちらともいえない  4.あまり思わない  5.思わない 6.その他（記述） 

設問 3-7：この授業以外にもオンライン授業を増やすべきですか．（単一選択） 

1.そう思う  2.ややそう思う 3.どちらともいえない  4.あまり思わない  5.思わない 6.その他（記述） 

 

４．これまでに遠隔教育を実施し，学生の習得度に最も効果的であったと感じている授業科目の実態について

（計 15問） ※貴学科・コースのカリキュラムから１つを選択して回答ください． 

設問 4-1：教育内容の分野を教えてください．（単一選択） 

1．基礎分野  2．専門基礎分野  3．専門分野 

設問 4-2：授業科目を教えてください．（単一選択） 

1．講義科目  2．演習科目  3．実習（実技）科目 4．課程外の科目  5．その他（記述） 

設問 4-3：遠隔教育の形式を教えてください．（単一選択※ｆのみ記述） 

ａ) 同時（リアル）配信型 

 （①授業のすべて ②授業の 7 割以上 ③授業の 5 割以上 7 割未満 ④授業の 3 割以上 5 割未満  ⑤授業

の１割以上 3 割未満 ⑥1 割未満 ⑦実施していない） 

ｂ) オンデマンド型 

 （①授業のすべて ②授業の 7 割以上 ③授業の 5 割以上 7 割未満 ④授業の 3 割以上 5 割未満  ⑤授業

の１割以上 3 割未満 ⑥1 割未満 ⑦実施していない） 

ｃ) ハイブリッド（ブレンド）型 

 （①授業のすべて ②授業の 7 割以上 ③授業の 5 割以上 7 割未満 ④授業の 3 割以上 5 割未満  ⑤授業

の１割以上 3 割未満 ⑥1 割未満 ⑦実施していない） 

ｄ) ハイフレックス型  

 （①授業のすべて ②授業の 7 割以上 ③授業の 5 割以上 7 割未満 ④授業の 3 割以上 5 割未満  ⑤授業

の１割以上 3 割未満 ⑥1 割未満 ⑦実施していない） 

ｅ) 対面＋オンデマンド  

 （①授業のすべて ②授業の 7 割以上 ③授業の 5 割以上 7 割未満 ④授業の 3 割以上 5 割未満  ⑤授業

の１割以上 3 割未満 ⑥1 割未満 ⑦実施していない） 

ｆ) その他（記述） 

設問 4-4：教育の質の観点から，当該授業科目において遠隔教育を導入することでの適否意見を以下の視点で

教えてください．（単一選択※ｆのみ記述） 

ａ) 学生の授業内容の理解度への影響 

（①良い ②少し良い ③どちらとも言えない ④少し悪い ⑤悪い） 

ｂ) 反復学習への影響 

（①良い ②少し良い ③どちらとも言えない ④少し悪い ⑤悪い） 

ｃ) 学生とのコミュニケーションによる影響 

（①良い ②少し良い ③どちらとも言えない ④少し悪い ⑤悪い） 

ｄ) 学生の学習意欲による影響 

（①良い ②少し良い ③どちらとも言えない ④少し悪い ⑤悪い） 

ｅ) 教育の機会均等への影響 

（①良い ②少し良い ③どちらとも言えない ④少し悪い ⑤悪い） 

ｆ) その他（記述：任意） 

設問 4-5：学生の学習成果をどのように評価していますか．（複数回答可） 

1．対面試験（論述・口頭・客観試験）  2．オンライン試験（論述・口頭・客観試験） 3．レポート提出  4．

実地（実技）試験  5．その他（記述） 

設問 4-6：この授業は次年度以降もオンラインでの実施が良いと思いますか．（単一選択） 

1.そう思う  2.ややそう思う 3.どちらともいえない  4.あまり思わない  5.思わない 6.その他（記述） 

設問 4-7：この授業以外にもオンライン授業を増やすべきですか．（単一選択） 

1.そう思う  2.ややそう思う 3.どちらともいえない  4.あまり思わない  5.思わない 6.その他（記述） 

図１．柔道整復師養成における遠隔教育の実態の調査内容 
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組織的取り組みの好事例に関する質問 
 
１．貴校の基本情報 
学校名，学科・コース名，回答者氏名，回答者メールアドレス 
２．組織としての遠隔授業導入の背景・目的 
2-1）どのような課題意識から遠隔授業を導入しましたか． 
(例：対面授業の完全な置き換え，学習機会の拡大，予習や復習用教材，遠隔授業のみの展開を求められる状況
に対する備え等) 
2-2）コロナ禍を経て，組織として遠隔授業を継続することの主な目的を教えてください． 
(例：学習機会拡大による学生の満足度向上，学力向上，多様な学び方の提供による入学生確保，教員の負担軽
減，教員の教育力向上等) 
2-3）遠隔授業の実施により，組織として最も期待している教育効果を教えてください． 
※2-4）このカテゴリーに関する写真や図表等があれば添付してください．（1 ファイル 10M 以下） 
３．具体的な取り組み内容 
3-1）組織として準備した，機材・設備・システムの費用対効果について教えてください． 
3-2）特に役に立った機材・設備・システムがあれば教えてください． 
3-3）役に立たなかった，あるいは利用されなかった機材・設備・システムがあれば教えてください． 
3-4）組織として，遠隔授業実施のための教員への指導体制をどのように構築しましたか． 
（遠隔授業に用いるツールの利用方法の研修やマニュアル配布，IT サポートチームの設置，外部専門家の活用
等） 
3-5）組織として，学生へのサポート体制をどのように構築しましたか． 
（機材貸与，学習環境整備，遠隔授業に関するガイダンス実施等） 
3-6）組織として，教員と学生とのコミュニケーションの方法をどのように構築・実施しましたか．また，有効
な促進策があれば教えてください． 
3-7）組織として，評価方法をどのように工夫しましたか． 
（オンライン試験の実施方法，レポート評価の基準，出欠や試験の不正防止策等） 
3-8）遠隔授業導入における，教員の教育力向上のための組織的な取り組みを教えてください． 
3-9）遠隔授業を実施することによる，教育の質への影響について，どのように考えていますか． 
（教育の質の向上あるいは低下に影響する因子等を挙げて述べてください） 
3-10）その他，組織的な取り組みについて，自由に述べてください． 
※3-11）このカテゴリーに関する写真や図表等があれば添付してください．（1 ファイル 10M 以下） 
４．取り組みによる成果 
4-1）定量的データからみた成果を教えてください． 
（成績，学習時間，国家試験合格率等） 
4-2）定性的データからみた成果を教えてください． 
（学生の授業に対する満足度，教員の負担軽減，教育効果等） 
4-3）その他，組織的な取り組みの成果があれば，自由に述べてください． 
※4-4）このカテゴリーに関する写真や図表等があれば添付してください．（1 ファイル 10M 以下） 
５．組織としての課題と今後の展望 
5-1）遠隔授業の実施によって生じた組織的課題を教えてください． 
5-2）今後の遠隔授業の実施に際し，どのような改善策を検討しているか教えてください． 
６．その他 
6-1）上記以外にアピールポイント等があれば記載してください． 
※6-2）全体を通して，写真や図表等があれば添付してください．（1 ファイル 10M 以下） 
 
 
教員個人単位の好事例に関する質問 
 
１．貴校の基本情報 
学校名，学科・コース名，回答者氏名，回答者メールアドレス 
２．遠隔授業実施の背景・目的 
2-1）コロナ禍を経て遠隔授業を継続して実施したきっかけを教えてください．（選択式） 
組織としての取り組みに従って実施，組織的な指示はなく自ら提案して実施，学生からの要望によって実施，
その他（具体的に） 
2-2）コロナ禍を経て，教員個人単位における，遠隔授業を継続することの主な目的を教えてください． 
(例：学習機会拡大による学生の満足度向上，反復視聴による知識定着，予習・復習による学習内容の理解促進，
教員の負担軽減等) 
2-3）遠隔授業の実施により，最も期待している教育効果を教えてください． 
※2-4）このカテゴリーに関する写真や図表等があれば添付してください．（1 ファイル 10M 以下） 
３．遠隔授業を導入した最も好事例の授業の具体的な取り組み内容 
3-1）対象学年： 
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3-2）科目区分（選択式）：基礎分野，基礎専門分野，専門分野 
3-3）授業科目名： 
3-4）授業形式（選択式）：講義，演習，実習，その他 
3-5）授業科目概要： 
（遠隔授業を実施した授業コマ数（15 コマ中 15 コマ等），到達目標（学修成果目標）等） 
3-6）遠隔授業の形式（選択式）：同時（リアル）配信型，オンデマンド型，ハイブリッド（ブレンド）型，ハ
イフレックス型，対面＋オンデマンド型，その他（具体的に記載） 
3-7）遠隔授業に関して受けた研修の内容を教えてください． 
(箇条書きで回答してください．受けていない場合は「なし」と回答してください．) 
3-8）遠隔授業に教員個人的に利用した機材・アプリ等を費用対効果も含めて教えてください． 
3-9）遠隔授業に，特に役に立った機材・アプリ・システム等があれば教えてください． 
（ない場合は「なし」と回答してください．） 
3-10）学生が遠隔授業に積極的に臨めるように工夫したことを教えてください． 
（例：教材作成で工夫したこと，授業展開で工夫したこと等） 
3-11）学生とのコミュニケーションをどのように構築・実施しましたか． 
（例：質問の機会や回答の方法，課題に対するフィードバックの方法等） 
3-12）学生とのコミュニケーションを促進する有効策があれば教えてください． 
3-13）評価方法をどのように工夫しましたか． 
（例：オンライン試験の実施方法の工夫，レポート評価の独自基準の設定，出欠や試験の不正防止策等） 
3-14）その他，教員個人的な取り組みについて，自由に述べてください． 
※3-15）このカテゴリーに関する写真や図表等があれば添付してください．（1 ファイル 10M 以下） 
４．取り組みによる成果 
4-1）定量的データからみた成果を教えてください． 
（成績，学習時間，国家試験合格率等） 
4-2）定性的データからみた成果を教えてください． 
（学生の授業に対する満足度，教員の負担軽減，教育効果等） 
4-3）遠隔授業を実施することによる，ご自身（教員）の教育力への影響について，どのように考えていますか． 
（教育力の向上あるいは低下に影響する因子等を挙げて述べてください） 
4-4）遠隔授業を実施することによる，学生の学習意欲（モチベーション）への影響について，どのように考え
ていますか． 
4-5）その他，教員個人単位での取り組みの成果があれば，自由に述べてください． 
※4-6）このカテゴリーに関する写真や図表等があれば添付してください．（1 ファイル 10M 以下） 
５．遠隔授業実施における個人的な課題と今後の展望 
5-1）遠隔授業の実施によって生じた課題を教えてください． 
5-2）今後の遠隔授業の実施に際し，どのような改善策を検討しているか教えてください． 
６．その他 
6-1）上記以外にアピールポイントがあれば記載してください． 
※6-2）全体を通して，写真や図表等があれば添付してください．（1 ファイル 10M 以下） 
 

図２．遠隔教育の好事例の調査内容 
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図３．遠隔授業の実施分野と効果認識 
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1．基本方針 
対面授業の重要性を再認識 

柔道整復師養成教育において，豊かな人間性と高度なコミュニケーション能力，実践的な治療技
術の習得は不可欠です．そのため，学生同士や教員との直接的な交流，患者との触れ合いを通して
学ぶ対面授業を重視します． 
遠隔授業の効果的な活用 

遠隔授業は，対面授業の部分として，あるいは補完として実施することで，学習効果をさらに高
めることができます．そのため，授業内容や学生の特性，教育効果などを考慮し，適切な形式と方
法を検討・選択します． 
分野特性に合わせた教授法の開発 

「基礎分野」「専門基礎分野」「専門分野」の各分野の特性を踏まえ，遠隔教育に適した教材や指導法の開発

を進めます． 

質の高い教育の提供 

対面授業，遠隔授業に関わらず，学生にとって質の高い教育を保証するため，必要な設備や環境を整え，指

導体制の充実や教員の教育力の向上に努めます． 

 

2．遠隔授業活用の方法 

(1) 遠隔授業のモデル 

同時配信型 

学生同士や教員とのリアルタイムなコミュニケーションが可能なため，質問や意見交換を通じて理解を深め

ることができます．ただし，通信環境整備や学習時間の確保など，学生側の負担軽減に配慮する必要です． 

オンデマンド型 

学生は自分のペースで繰り返し学習できるため，理解度向上や反復学習に有効です．ただし，受動的な学習

になりがちなので，教員からのフィードバックや質疑応答の機会を設けるなど，学習意欲の維持・向上のため

の工夫が必要です． 

ハイブリッド型 

対面授業と遠隔授業を組み合わせることで，それぞれのメリットを活かした効果的な学習が期待できる．例

えば，講義部分をオンデマンド型で学習し，演習やグループワークを対面で行うなどが考えられます． 

ハイフレックス型 

学生が対面授業とオンライン授業を選択できる形式は，学生の学習スタイルや状況に合わせた柔軟な学びを

提供できます．ただし，教員の負担増加や学習進捗のばらつきに配慮が必要です． 

 

(2) 調査結果に基づく活用例 

講義形式の授業 

ハイブリッド型授業により，対面授業では生きた知識と学生間の交流を促進し，遠隔授業ではオンデマンド

教材による繰り返し学習で知識の定着を図って学修効果を高めています．ただし，学生のニーズや教材の質，

評価方法等に十分に配慮します． 

実習授業 

包帯法やテーピング法など，視覚的な理解が重要な実技において，補助教材としてデモンストレーション動

画などを活用し，学習効果を高めています．実際の手技習得は対面授業で行います． 

反転授業 

オンデマンド型授業で知識習得を行い，対面授業で演習や議論を行います．学生の能動的な学習を促進し，

理解を深める効果が期待できます． 

補習 

病欠などで対面授業に参加できなかった学生に対して，オンデマンド型授業で補習を行い，学習機会を確保

しています． 

 

(3) 遠隔授業活用上の留意点 

学生の理解度確認と質疑応答 

遠隔授業では，学生の理解度を把握することが重要です．小テストやアンケートなどを活用して形成的評価

を行い，質問しやすい環境を整える必要があります． 

コミュニケーション不足への対応 

学生同士や教員とのコミュニケーション不足を解消するために，オンラインでのグループワークやディスカ

ッションの機会を設けたり，定期的な面談を実施するなどの工夫が必要です． 

学習意欲の維持 

遠隔授業は，学生のモチベーション維持が課題です．学習目標を明確化し，達成度を可視化するなど，学習

意欲を高める工夫が不可欠です． 
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適切な評価 

対面授業と同様，学習成果を適切に評価できるよう，試験方法や評価基準を明確にする必要があります．試

験設計や運用方法に検討の余地があり，オンライン試験では，不正を未然に防ぐ環境作り，不正の監視・検出

システム，不正検出ツールの活用等も必要になるため費用対効果を勘案する必要があります． 

 

3．まとめ 

遠隔授業は，適切に活用することで柔道整復師養成教育の質向上に貢献しますが，学生のコミュニケーショ

ン能力や実践力の低下を招くなど，対面授業でしか得られない学びの機会を重視し，対面授業と遠隔授業を効

果的に組み合わせることが重要です． 

学生の主体的な学びを促進するため，教員は自ら教育力の向上に努めるとともに，学科全体での取り組みが

必要です． 

対面授業と遠隔授業のそれぞれのメリットをベストミックスさせることで，学生にとって質の高い教育を提

供できます． 

図４．柔道整復師養成教育における適切な遠隔授業の活用方法 

 

 

図５．対面授業と遠隔授業のベストミックスによるシナジー効果 

 


